
あ
な
た
が
望
む
医
療
や
ケ
ア
は
？

も
し
も
に
備
え
て
話
し
合
う「
人
生
会
議
」

例
え
ば
、
身
の
回
り
の
こ
と
が

自
分
で
で
き
る
こ
と
。
痛
み
や

苦
し
み
が
少
な
く
過
ご
せ
る
こ

と
。
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
こ

と
。
家
族
や
友
人
と
十
分
に
時

ど
ん
な
こ
と
を
話
す
？

◇
あ
な
た
の
趣
味
、
好
き
な
食
べ

物
、
大
切
に
し
て
い
る
家
族
や

友
人
な
ど

◇
最
後
ま
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
。

　
人
生
会
議（
Ａ
Ｃ
Ｐ
：
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）と

は
、も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、あ
な
た
が
望
む
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て

前
も
っ
て
考
え
、
家
族
や
医
療
・
介
護
関
係
者
と
繰
り
返
し
話
し
合
い
、

共
有
す
る
取
組
み
の
こ
と
で
す
。

　
自
分
の
考
え
を
伝
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
前
も
っ
て

医
療
な
ど
に
対
す
る
希
望
を
伝
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》
高
年
介
護
課
☎
24
–
２
４
０
１

間
を
過
ご
せ
る
こ
と
な
ど

い
つ
話
し
合
う
？

◇
50
代
、
60
代
で
も
元
気
な
う
ち

に
◇
重
い
病
気
や
認
知
症
に
な
る
前

に
◇
そ
の
時
々
の
状
況
に
よ
っ
て
思

い
は
変
わ
る
の
で
、
繰
り
返
し

考
え
、
伝
え
る

誰
と
話
す
？

◇
家
族
や
、
信
頼

で
き
る
友
人
、

自
身
に
関
わ
る

医
療
・
介
護
従
事
者
と

エコエコな　な　
えええこえことと
やってみよう！やってみよう！

第19回
暖かい家

　
脱
炭
素
を
推
進
す
る
た
め
、
身

近
な
環
境
問
題
と
家
庭
で
で
き
る

エ
コ
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

《 

問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

脱
炭
素
推
進
室

　
☎
21

－

9
1
3
6

　
皆
さ
ん
は「
暖
か
い
家
」と
聞
く

と
立
派
な
暖
房
設
備
を
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
暖
房
設
備

が
し
っ
か
り
し
て
い
て
も
、
隙
間

が
あ
る
と
暖
め
た
空
気
が
外
に
逃

げ
て
し
ま
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、

部
屋
の
熱
を
逃
が
さ
な
い
こ
と
。

そ
の
た
め
に
必
要
に
な
る
の
が

「
断
熱
」で
す
。
熱
の
伝
導
量
を
減

ら
す
た
め
に
使
わ
れ
る
素
材
は
さ

ま
ざ
ま
あ
り
、
そ
の
厚
み
で
効
果

が
変
わ
り
ま
す
。
昔
か
ら
和
室
に

使
う
障
子
紙
は
、
熱
伝
導
が
低
く
、

薄
い
わ
り
に
な
か
な
か
の
実
力
で

す
。
家
や
学
校
に
あ
る
紙
の
本
が

詰
ま
っ
た
本
棚
も
、
断
熱
材
の
役

割
を
果
た
し
て
く
れ
ま
す
。
珪け

い

藻そ
う

土ど

入
り
の
塗
り
壁
な
ど
も
、
部
屋

の
冷
暖
房
の
効
果
を
高
め
ま
す
。

最
大
の
敵
は
窓

　
住
ま
い
の
寒
さ
の
最
大
の
敵
は

「
窓
」で
す
。
冬
は
熱
の
58
％
を
窓

か
ら
失
っ
て
い
ま
す
。

　
対
策
と
し
て
、
断
熱
シ
ー
ト
、

カ
ー
テ
ン
の
活
用
、
内
窓
を
設
置

す
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
身
近

な
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
を
使
う
方
法

も
あ
り
ま
す
。

扇
風
機
で
対
流
を

　
知
っ
て
お
き
た
い
の
が「
空
気
」

で
す
。
空
気
は
暖
め
ら
れ
る
と
上

に
留
ま
り
、
放
っ
て
お
く
と「
頭

寒
足
熱
」の
逆
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
こ
で
活
躍
す
る
の
が
扇

風
機
で
す
。
斜
め
上
に
向
け
て
壁

に
当
て
る
と
対
流
が
起
き
、
暖
か

い
空
気
を
反
対
側
の
天
井
か
ら
降

ろ
し
て
く
れ
ま
す
。

自
分
自
身
を
暖
か
く

　
最
後
に
お
願
い
し
た
い
の
が
、

家
だ
け
で
な
く「
自
分
自
身
を
暖

か
く
す
る
こ
と
」で
す
。
た
く
さ

ん
服
を
着
る
、
鍋
料
理
で
体
を
温

め
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に

よ
り
エ
コ
で
健
康
な
冬
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
暮
ら
し
の
エ
コ
を

す
す
め
る
但
馬
の
会
）

市内の医療・介護関係者が
人生会議について研修

　10月４日、市内の医療・介護関
係者を対象に「人生会議」の研修会
が行われました。
　講師の紅

べに
谷
や
浩
ひろ
之
ゆき
医師（オレンジホ

ームケアクリニック）は人生会議の
ポイントを次のように話しました。

普段から話し合いを重ね本人の考
えを残すことが大事
　家族への想い、病気との向き合
い方、好きなことやこだわりは家
族や友人、介護職などに語られる
ことが多くあります。
　事前に書面で意思表示されてい
ても「どういう意味でおばあちゃん
は書いたんだろう？」と家族は悩む
ことになります。普段から話し合
いをする機会を作って、本人の思
いや考えを残しておくことが大事
です。
　本人が話ができない状態でも、
何か決めるときは本人を囲んで、
本人中心に考えることが大切です。

もっと詳しく知りたい方は
「人生会議してみません
か」で検索
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20歳になる方へ

国民年金の案内が郵送されます
　20歳になると、厚生年金等に加入している方を除き、日本年金機構から「国民年金加入のお知らせ」
「国民年金保険料納付案内書」「基礎年金番号通知書」などが郵送されますので確認してください。

あ
な
た
の
将
来
を
支
え
ま
す

　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
に

な
る
ま
で
の
人
が
加
入
し
、
保
険

料
を
納
め
て
、
み
ん
な
で
支
え
る

制
度
で
す
。
国
が
責
任
を
も
っ
て

運
営
す
る
た
め
、
安
定
し
て
お
り
、

年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て

保
障
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
加
入
者

が
受
け
取
る
基
礎
年
金
の
２
分
の

１
は
、
国（
税
金
）が
負
担
し
て
い

ま
す
。

老
後
の
た
め
だ
け
で
な
い

　
国
民
年
金
は
、
年
を
取
っ
た
と

き
の「
老
齢
年
金
」だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
病
気
や
事
故
で
障
害
を

負
っ
た
と
き
の「
障
害
年
金
」、
加

入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加

入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
た
遺
族
が
受
け
取
れ
る「
遺
族

年
金
」も
あ
り
ま
す
。

納
付
が
難
し
い
と
き
の
免
除
制
度

　
保
険
料
を
納
付
せ
ず
、
免
除
制

度
等
も
利
用
し
て
い
な
い
場
合
、

将
来
、
公
的

年
金
が
受
け

取
れ
な
い
だ

け
で
は
な

く
、
税
金
に

見
合
う
給
付

分
も
受
け
取

れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険

料
の
免
除
や
納
付
猶
予
が
承
認
さ

れ
た
期
間
は
、
年
金
の
受
給
資
格

期
間
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

万
一
の
時
、
障
害
年
金
を
請
求
で

き
ま
す
。
保
険
料
が
納
め
に
く
い

と
き
は
、
未
納
で
放
置
せ
ず
、
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
一
部
免
除
の
承
認
を
受

け
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
一

部
納
付
の
保
険
料
を
納
付
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▽
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
は
、
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

▽
免
除
制
度

　
学
生
で
な
い
方
で
、
本
人
・
配

偶
者
・
世
帯
主
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
保
険
料
が
全
額
ま

た
は
一
部
免
除
と
な
り
ま
す
。

▽
納
付
猶
予
制
度

　
学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、

本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
に
要
件
が
あ
り
、
添

付
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
保
・
年

金
課
、
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

ま
た
は
豊
岡
年
金
事
務
所
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
納
付
は
口
座
振
替
・
前
納

が
お
得

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
対
象
月

の
翌
月
末
が
納
付
期
限
に
な
り
ま

す
。
毎
月
納
付
以
外
に
も
、
当
月

（
１
カ
月
）分
、
６
カ
月
分
、
１
年

分
、
２
年
分
を
前
払
い
す
る
方
法

（
前
納
）が
あ
り
ま
す
。
前
納
制
度

は
、
保
険
料
が
割
り
引
か
れ
て
お

得
で
す
。
口
座
振
替
に
よ
る
前
納

は
、
現
金
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
に

比
べ
割
引
額
が
多
く

な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

《
問
合
せ
》
日
本
年
金
機
構
豊
岡

年
金
事
務
所
☎
22
‐
０
９
４
８

　
国
保
・
年
金
課

　
☎
21
–
９
０
6
１
ま
た
は
各
振

興
局
市
民
福
祉
課

年
金
に
つ
い
て
の
相
談

豊
岡
年
金
事
務
所
年
金
相
談
窓
口

（
要
予
約
）

☎
０
５
７
０
–
05
–
４
８
９
０

（
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
の
方

☎
03
–
６
６
３
１
–
７
５
２
１
）

一
般
的
な
年
金
相
談

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
–
05
–
１
１
６
５

（
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
の
方
☎

03
–
６
７
０
０
–
１
１
６
５
）

　
今
話
題
のN

ニ
ー
サ

ISA

、i

イ

デ

コ

D
eC
o

を

活
用
し
た
資
産
づ
く
り
の
方
法
な

ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ

た
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
大
切

さ
に
つ
い
て
女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

▼
申
込
み　
１
月
９
日（
火
）ま
で

に
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
氏

名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
・

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
無
料
一
時

保
育
希
望
の
有
無（
１
歳
〜
就

学
前
、
有
の
場
合
は
お
子
さ
ん

の
氏
名
・
性
別
・
年
齢
）を
入

力
《
問
合
せ
》
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
対
策
室
☎
21
–
９
０
０
４

女
性
の
た
め
の「
お
金
と
未
来
」

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
募
集

１月17日（水）
午前10時30分～正午
WACCU TOYOOKA
学習室（アイティ４階）
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